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平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

規
　
則

◯
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
七
・

水
産
漁
港
課
）

◯
砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
一
八
・
砂
防
課
）

◯
建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
一
九
・
建
築
住
宅
課
）

訓
　
令

◯
秋
田
県
砂
防
管
理
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
四
・
砂
防
課
）

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
七
号

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
八
年
秋
田
県
規
則
第
百
八
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
、
法
」
を
削
り
、
「
平
成
八
年
政
令
第
二
百
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
令
」
と

い
う
。
」
を
加
え
、
「
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
条
中
「
施
行
規
則
第
六
条
第
一
項
」
を
「
令
第
五
条
第
一
項
」
に
、
「
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を

「
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
」
を
「
令
第
五
条
第
四
項
」
に
、
「
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を

「
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
五
条
を
削
る
。

第
六
条
中
「
様
式
第
五
号
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
様
式
第
四
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
中
「
様
式
第
六
号
）
に
よ
ら
な
け
れ
ば
」
を
「
様
式
第
五
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」

に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
中
「
施
行
規
則
」
を
「
令
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
九
条
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
条
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
、
「
様
式
第
七
号
）
に
よ
ら
な
け

れ
ば
」
を
「
様
式
第
六
号
）
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

第
十
一
条
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
、
「
し
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ

な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中

「
特
定
海
洋
生
物
資
源
」
を
「
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
条
と
す
る
。

第
十
二
条
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
、
「
特
定
海
洋
生
物
資
源
」
を

「
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源
」
に
、
「
し
な
け
れ
ば
」
を
「
行
わ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を

第
十
一
条
と
す
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
十
七
条
第
二
項
」
を
「
第
十
七
条
第
三
項
」
に
、
「
第
十
条
」
を
「
第

九
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
二
条
と
す
る
。

様
式
第
一
号
に
（注）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
二
号
中
「

」

を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

に
（注）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
三
号
中
「

」

を
「

」
に
改
め
、
同
様
式

に
（注）
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
四
号
を
削
る
。

様
式
第
五
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
（注）
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

様
式
第
五
号
を
様
式
第
四
号
と
す
る
。

様
式
第
六
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
（注）
と
し
て
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
６
条
第
１
項

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
５
条
第
１
項

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
６
条
第
４
項

海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
５
条
第
４
項

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
６
条
関
係
　
　
　
第
５
条
関
係

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
７
条
関
係
　
　
　
第
６
条
関
係

（
注
）

（
注
）

（
注
）

（
注
）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

様
式
第
六
号
を
様
式
第
五
号
と
す
る
。

様
式
第
七
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
様
式
に
（注）

と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
七
号
を
様
式
第
六
号
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
八
号

砂
防
法
施
行
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
砂
防
法
施
行
条
例
（
平
成
十
五
年
秋
田
県
条
例
第
三
十
二
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
書
類
の
様
式
等
）

第
二
条

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
条
例
の
規
定
に
基
づ
く
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
知
事
に
提
出
す

る
申
請
書
及
び
届
出
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
様
式
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

条
例
第
五
条
の
規
則
で
定
め
る
書
類
及
び
図
面
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
位
置
図

二
　
平
面
図

三
　
不
動
産
登
記
法
（
明
治
三
十
二
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
十
七
条
に
規
定
す
る
地
図
に
申
請

地
を
明
示
し
た
も
の

四
　
事
業
計
画
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類

五
　
権
原
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類

３

条
例
第
九
条
第
二
項
の
規
則
で
定
め
る
書
類
は
、
届
出
者
が
個
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
戸
籍
謄

本
、
法
人
の
場
合
に
あ
っ
て
は
登
記
簿
の
謄
本
と
す
る
。

４

第
一
項
の
権
利
義
務
譲
渡
許
可
申
請
書
に
は
、
権
利
義
務
を
譲
り
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
権
原

を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
書
類
の
経
由
）

第
三
条

こ
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
申
請
書
又
は
届
出
書
は
、
当
該
砂
防
指
定
地
又
は
砂
防
設
備
の

所
在
地
を
所
管
す
る
地
域
振
興
局
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
砂
防
指
定
地
管
理
規
則
の
廃
止
）

２

砂
防
指
定
地
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
三
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

２

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第
1
0
条
関
係
　
　
　
第
９
条
関
係
　
　
　
　
第
1
7
条
第
２
項
　
　
　
第
1
7
条
第

３
項
　
　
　
　
特
定
海
洋
生
物
資
源
　
　
　
第
一
種
特
定
海
洋
生
物
資
源

□
氏
名
を
自
書
し
た
場
合
は
、
押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
注
）

（
注
）

条
例
第
五
条

条
例
第
六
条
第
一
項

条
例
第
七
条

条
例
第
九
条
第
二
項

条
例
第
十
条
第
一
項

様
式
第
一
号

様
式
第
二
号

様
式
第
三
号

様
式
第
四
号

様
式
第
五
号

様
式
第
六
号

砂
防
指
定
地
内
制
限
行
為
許
可
申
請
書

砂
防
設
備
占
用
等
許
可
申
請
書

許
可
事
項
変
更
許
可
申
請
書

許
可
期
間
更
新
許
可
申
請
書

地
位
承
継
届
出
書

権
利
義
務
譲
渡
許
可
申
請
書

条
例
第
十
一
条
第
一
項

条
例
第
十
一
条
第
二
項

条
例
第
十
一
条
第
三
項

条
例
第
十
三
条
第
一
項

様
式
第
七
号

様
式
第
八
号

様
式
第
九
号

様
式
第
十
号

制
限
行
為
（
占
用
等
）
着
手
等
届
出
書

住
所
（
氏
名
）
等
変
更
届
出
書

死
亡
（
解
散
）
届
出
書

砂
防
指
定
地
内
行
為
届
出
書



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

３

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w
□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内制限行為の許可について（申請）

次のとおり砂防指定地内において制限行為をしたいので、砂防法施行条例第５条の規定により申請します。

様式第１号 砂防指定地内制限行為許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

行　　為　　地
郡　　　　　　　町

字　　　　　　　番地
市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

地目及び面積

目　　　　　的

行 為 の 内 容

及　び　方　法

期　　　　　間

備　　　　　考

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

４

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w
□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防設備の占用等の許可について（申請）

次のとおり砂防設備の占用（砂防設備から土石の採取）をしたいので、砂防法施行条例第５条の規定により申請し

ます。

様式第２号 砂防設備占用等許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

行　　為　　地

（所　在　地）

郡　　　　　　　町
字　　　　　　　番地

市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

占 有 面 積 等

目　　　　　的

占有等の内容

及　び　方　法

期　　　　　間

備　　　　　考

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

５

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w
□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内制限行為（砂防設備の占用等）の許可事項の変更許可について（申請）

次のとおり許可に係る事項を変更したいので、砂防法施行条例第６条第１項の規定により申請します。

様式第３号 許可事項変更許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

許 可 年 月 日 許　可　番　号年　　　　月　　　　日

郡　　　　　　　町
字　　　　　　　番地

市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

行　　為　　地

（所　在　地）

行為（占有等）

の　　内　　容

許　可　期　間

変更しようと

す　る　事　項

変 更 の 理 由

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

６

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w
□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内制限行為（砂防設備の占用等）の許可��期間の更新許可について（申請）

次のとおり許可期間を更新したいので、砂防法施行条例第７条の規定により申請します。

様式第４号 許可期間更新許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

許 可 年 月 日 許　可　番　号年　　　　月　　　　日

郡　　　　　　　町
字　　　　　　　番地

市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

行　　為　　地

（所　在　地）

行為（占有等）

の　　内　　容

許　可　期　間

更　新　期　間

更 新 の 理 由

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

７

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w
□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内制限行為（砂防設備の占用等）の許可を受けた者の地位の承継について（届出）

次のとおり許可を受けた者の地位を承継したので、砂防法施行条例第９条第２項の規定により届け出ます。

様式第５号 地位承継届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

許 可 年 月 日 許　可　番　号年　　　　月　　　　日

郡　　　　　　　町
字　　　　　　　番地

市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

行　　為　　地

（所　在　地）

行為（占有等）

の　　内　　容

許　可　期　間

許可を受けた者

承 継 の 原 因

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

８

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

申請者　譲渡者の住　　所

氏　　名

電話番号

譲受者の住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w

電話番号

□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

砂防指定地内制限行為（砂防設備の占用等）の許可に係る権利義務の譲渡許可について（申請）

次のとおり許可に係る権利義務を譲渡したいので、砂防法施行条例第10条第１項の規定により申請します。

様式第６号 権利義務譲渡許可申請書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

許 可 年 月 日 許　可　番　号年　　　　月　　　　日

郡　　　　　　　町
字　　　　　　　番地

市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

行　　為　　地

（所　在　地）

行為（占有等）

の　　内　　容

許　可　期　間

譲 渡 の 理 由

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

９

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内制限行為（砂防設備の占用等）の着手（中止、廃止、完了）について（届出）

次のとおり着手（中止、廃止、完了）したい（した）ので、砂防法施行条例第11条第１項の規定により届け出ます。

様式第７号 制限行為（占用等）着手等届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

許 可 年 月 日 許　可　番　号年　　　　月　　　　日

郡　　　　　町
字　　　　　番地

市　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

年　　　月　　　日

行　　為　　地

（所　在　地）

行為（占有等）

の　　内　　容

許　可　期　間

着　　　　　手

（中止、廃止、完了）

年　　月　　日

中止（廃止）の

理　　　　　由

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

10

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

住所（氏名、主たる事務所の所在地、名称）の変更について（届出）

次のとおり住所（氏名、主たる事務所の所在地、名称）を変更したので、砂防法施行条例第11条第２項の規定によ

り届け出ます。

様式第８号 住所（氏名）等変更届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）

許　可　年　月　日 年　　　月　　　日 許　可　番　号

住 所 又 は 氏 名

旧　（主たる事務所の　

所在地又は名称）

住 所 又 は 氏 名

新　（主たる事務所の　

所在地又は名称）

変　更　年　月　日 年　　　月　　　日



平成15年 3月28日（火曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

11

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

死亡（解散）について（届出）

次のとおり許可を受けた者が死亡（解散）したので、砂防法施行条例第11条第３項の規定により届け出ます。

様式第９号 死亡（解散）届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）

年　　　月　　　日許　可　年　月　日

死亡（解散）年月日

許　可　番　号

備　　　　　　　　考

年　　　月　　　日



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

12

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

届出者　住　　所

氏　　名　　　　　　　　　　　　　w

□法人にあっては、主たる事務所の所在□
地、名称及び代表者の氏名　　

電話番号

砂防指定地内の制限行為について（届出）

新たに砂防指定地に指定された際、次の行為をしていたので、砂防法施行条例第13条第１項の規定により届け出ます。

様式第10号 砂防指定地内行為届出書（第２条関係）

（Ａ４判）

河　　　　　川

（渓　流） 名

行　　為　　地
郡　　　　　　　町

字　　　　　　　番地
市　　　　　　　村

年　　　月　　　日から　　　　　　年　　　月　　　日まで

地目及び面積

目　　　　　的

行 為 の 内 容

及　び　方　法

行 為 の 期 間

備　　　　　考

（注） 氏名を自書した場合は、押印を省略することができます。

（ ）



平成15年 3月28日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
十
九
号

建
築
基
準
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

建
築
基
準
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
し
尿
浄
化
槽
」
の
下
に
「
又
は
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
加
え
、
同
項
第
一

号
中
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（ほ）
項
」
を
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
中
「
、
法
第
六
十
八
条
の
五
の
二
第
二
項
又
は
法
第
六
十
八
条
の
五
の
四
第
二
項
」
を
「
又
は

法
第
六
十
八
条
の
五
の
二
第
二
項
」
に
、
「
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（ほ）
項
及
び
（へ）
項
」
を
「
第
一

条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
及
び
（ぬ）
項
」
に
、
「
同
表
（へ）
項
」
を
「
同
表
（ぬ）
項
」
に
改
め
、
同
項
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書

第
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
し
尿
浄
化
槽
」
の
下
に
「
又
は
合
併
処
理
浄
化
槽
」
を
加

え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
認
定
申
請
書
に
添
付
す
る
図
書
）

第
十
五
条
の
二

省
令
第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
規
則
で
定
め
る
図
書
は
、

省
令
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（い）
項
（
し
尿
浄
化
槽
又
は
合
併
処
理
浄
化
槽
の
見
取
図
に
係
る
部

分
を
除
く
。
）
及
び
（ろ）
項
に
掲
げ
る
図
書
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
、
法
第
六
十
八
条
の
四
第
一
項
又
は
法
第
六
十
八
条
の
五
の
四

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
あ
つ
て
は
、
省
令
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
に
掲
げ
る
図

書
二
　
法
第
五
十
五
条
第
二
項
、
法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
又
は
法
第
六
十
八
条
の
五
の
四
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
認
定
に
あ
つ
て
は
、
省
令
第
一
条
の
三
第
一
項
の
表
（へ）
項
及
び
（ぬ）
項
に
掲
げ

る
図
書
並
び
に
制
限
斜
線
を
示
す
図
書

三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
必
要
と
認
め
る
図
書

第
十
六
条
中
「
前
条
」
を
「
前
二
条
」
に
、
「
又
は
許
可
」
を
「
、
許
可
又
は
認
定
」
に
改
め

る
。第

二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
し
尿
浄
化
そ
う
」
を
「
し
尿
浄
化
槽
又
は
合
併
処
理
浄
化
槽
」
に
改

め
る
。

第
二
十
七
条
中
「
建
設
事
務
所
長
」
を
「
地
域
振
興
局
長
」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号
中
「

」
の
次
に
「

」
を
加
え
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
七
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
四
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関
　

秋
田
県
砂
防
管
理
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
三
月
二
十
八
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
砂
防
管
理
員
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
砂
防
管
理
員
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
建
設
事
務
所
」
を
「
地
域
振
興
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
二
号
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
竹
木
」
を
「
立
木

竹
」
に
、
「
、
伐
根
又
は
滑
下
若
し
く
は
地
引
に
よ
る
運
搬
」
を
「
又
は
樹
根
の
採
取
」
に
改
め
、

同
条
第
五
号
及
び
第
六
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
「
、
砂
れ
き
」
を
「
（
砂
れ
き
を
含
む
。
）
」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
　
砂
防
指
定
地
に
お
け
る
木
竹
の
滑
り
下
ろ
し
又
は
地
引
き
に
よ
る
搬
出
の
監
視
に
関
す
る
こ

と
。

五
　
砂
防
指
定
地
に
お
け
る
掘
削
、
盛
土
、
切
土
そ
の
他
土
地
の
形
状
の
変
更
の
監
視
に
関
す
る

こ
と
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

13

許
可
　
　
　
　
　
、
認
定

訓
　
　
　
　
　
　
令
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